
一般社団法人日本繊維機械学会 中国支部 

令和３年度中国支部研究及び事例発表会 

 
日本繊維機械学会中国支部では， 日本繊維製品消費科学会中・四国支部と共催で令和 3 年度の研究及び事例

発表会を下記のとおり開催いたします。学会員以外の方でもご参加いただけますので，ご紹介いただければ幸い

です。多数の方々のご参加をお待ちいたしております。 
 

【期日】2021 年 12 月 17 日（金）13.30～16.05 

【会場】岡山県立図書館 2F サークル活動室（岡山市北区丸の内 2-6-30） 

    新型コロナウイルス感染状況によっては，オンライン開催になる可能性があります。 

【共催】日本繊維機械学会中国支部，日本繊維製品消費科学会中・四国支部 

【内容】 

 
13.30～13.40 開会の挨拶                   日本繊維機械学会中国支部長 筒井由紀子 

諸連絡                   日本繊維機械学会中国支部事務局 道明 伸幸 
13.40～14.00（１）「ベントの有無による学生服の快適性への影響」 

倉敷市立短期大学 〇本原 将悟，佐藤希代子 
14.00～14.20（２）「織による芸術と技術が共生する試み」 

岡山県立大学 〇渡邉  操 
14.20～14.40（３）「テキスタイルにおける鉱物顔料の材質感を用いた染色表現の研究と展開例」 

倉敷市立短期大学 〇今田 千裕 
14.40～14.55 休憩 
14.55～15.15（４）「テキスタイルとセラミックのはざまを考えるー技法と素材における領域横断研究」 

岡山県立大学 〇寺内 聖子 
15.15～15.35（５）「テキスタイル素材を用いた体験型イラストレーションの研究」 

  岡山県立大学 〇水田 美穂 
15.35～15.55（６）「矢掛町山ノ上地区の柿渋と B 反帆布を用いた表現方法の模索と地域おこし研究」 

  岡山県立大学 〇村上加奈子 
15.55～16.05 閉会の挨拶              日本繊維製品消費科学会中・四国支部長 高橋 哲也 
 
【参加費】無料（参加者には要旨集を pdf ファイルで事前にお送りする予定です） 

【申込先】日本繊維機械学会中国支部（〒711-0937 倉敷市児島稗田町 160） 

倉敷市立短期大学服飾美術学科 道明伸幸 

TEL(086)473-1859，FAX(086)473-1857，E-mail：michiaki@m.kurashiki-cu.ac.jp 

【注意事項】 

新型コロナウイルス感染予防のため，ご参加される際は以下のとおり対策にご協力くださいますようお願いいた

します。 

・発熱等，体調のすぐれない方はご参加をご遠慮ください。 

・ご参加の際，必ずマスク着用でお越しください（施設内では常時マスク着用をお願いします）。 

・入室前にアルコール消毒による手指消毒をお願いいたします。 


